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新潟県の郷土食に関ずる研究（第21報）
「農家年中行事記」記載の食生活について
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緒言　　を加えた。・　食に対しては，直接体内に摂取するものであること
から，人間は本来保守的であ？て変化を好まないもの
とされてい弼しかし，現在進貨中の日本人の奪｝ζ？で
いての変革1ま顕著なものであって，民族単位の大実験
であるとさえ言われている。
　著者等は先に約60年前（1920・－1930）、の県内の食生
活を記録した「聞き書・新潟の食事」Cl）（以下「聞き
書」）を著し，現在の食生活との間の著しい相違を認
めること揮できた。その上，「聞き書」以前の食生活
との比較が可能であれば，食の変化の程度を更に長期
のインターバルで検討ができ，現在の変革が特異的と
言えるかどうがにっいての判断力河能となる。
　食にっいては，物として残りにくい上に記録が少い
のが特徴といえるeしかし，幸いにして；1830年代の
中越地方農家の生活め記録、「農家年中行事記」（2｝’（bl　．一
下「行事記」）があり最その中で行事食にっいて・々
なり詳しく具体的に記述されているので，「聞き書」
記載の中越地方農家の行事食と比較することにより，’
約10e年間の時間経過の影響を検討した。、また，「行
事記」は日常の食生活について拡触れていないがレ
「聞き書」における行事食と日常食との対応饗参考に
して，「行事記」における日常の食生活について考察
　　　　　　　　　　方　　　法
　　次の書籍について比較検討した6
　1；農家年中行事記　　　　　、
　　　「行事記」は三島郡浦村（現在，三島郡越路町浦）
　　の大平与兵衛により天保10年（1839）に著わされた
　　もので，その謙刻本ωを調査の対象とした。
　2．聞き書・新潟の食事
　　　「聞き書」は大正末期から昭麺初期にかけての新
　　潟県農家の食生活を，当時台前をあずかった女性か
　　ら直接聞き取り，書きとどめたものである。中越地
　　区としては古志郡種苧原村（現在；山古志村）と三
　　島郡寺泊町（調査執筆は共に長谷川寿子），北魚沼
　　郡川口村（現在，川ロ町）　（調査執筆，新宮璋一）
’　が取り上げられている。
　　　ここでは，1山古志村似下，古志）と川口村（以
　　下」魚沼）を主として取り上賦寺泊町は従とした。
　　　　　　　　　．．結．　果
一　年間の行事及び行事食をまとめてi表工に示しだ。
TIAし，r行事記」においては食と直接関係しない行事も
’記述されているhS・　・eれ囎オ‘llた・
表1．農家年中行事記と聞き書記載の行事食くa）』
農家年中行事記 聞き書・新潟の食事・…???
陽ト　　　ー 三島郡．浦村
@．天保10年．
@　（1839）：　1
??古志郡種苧原村
@大正13年
@　（1924）
??北魚沼郡川口村
@昭和2年
@　（1927）
　一?¥四
ﾟ　気
ｻの他
i陽　暦）
1／12／14元旦…朝は雑煮餅と祝
｢酒，昼は食べない，
＠[飯は「節（せち）」
ﾅあって，土地で稜れ
2／ユ
@～
Q／3
正月3ケ日…餅が中心
ﾅ，納豆餅，大根おろ　一
ｵ餅，小豆餅，くるみ
?I麟，雑煮のこ｛b
2／1元旦…朝は雑煮餅，昼
ﾍ年とり1ごちそうと同
ｶ料理
　　」、　　　、`
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農家年中行事妃．、 　暫一s　　　馳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“騰き書皇籍潟あ食事‘1
1
二十四
陰 賜 三島郡浦税 陽 古志郡種苧原村 陽 北魚沼郡潤口村 節　気
天保ヱo年
I　I
大正玉3年 ■　f 昭和2年 その他
贋 贋 （1839）
?
（玉924） 暦 （1927｝ （陽　暦〉
た野菜に，塩鮭、：塩鱒 に入れた雑煮餅など。 夕食にとろろ汁，中風
子し子｛d｝、， その他野菜煮もんなど く゜｝にならない」曳うに 立春?
｛ （2／の
三／2 2／箋5朝起き（若水）・・朝拡 1　　　　嘱「　’　一 卜　　1　　　　　　　　L元旦と同じく雑煮餅と ゾ　　’
祝い酒 「 、　　卜@　　　　，」昌ユ
? ?
節饗｛鯉｝…夜，．地主は小
炸人に野菜料理で酒食 L　　　　一 一．　，　’
をふるまう
三／ま 2／14丑か日…王／玉～！／5〜 〜
は朝必ず雑煮餅
“
玉／玉3 2／27年始客…玉／2～玉／招?，??，?????，
r　　一
一
一
1／？ 2／20
つ七草め節句∵餅入り雑
2／7七草・・七草雑煮，軍月 　　1Q／7七草…野菜などを七種　　1
炊（大根，ゼぼう，に’ の残りもの1こぜんまい 入れた雑煮，’家によう ?
んむん，琵霧，里芋， 、「　1 や野菜を入れ禿餅雑炊 L ては小豆粥 、　　’
1
こ扇こやく，、するめ，
β／3
等）、、
ﾘ｝ご・ての頃‘f｝節分，
一　　　國　　　　一
2／3
　　1　　　　　　帽ﾟ分…豆撒き　’ 1　　　　L
煎夢大豆を撒く∫豆で 」 L
一葎の天候を壷うじ 寸　　’@　　　　　　　，4　r 一　　1
歪／隻王 2メ空4大寄合、灘誌．船魏 2／玉1倉開き…豆腐汁，煮も 2／1王蔵開き，舞年始，十一 雨　水，
い轟潮雑煮餅 の餅 日正月…朝は餅入り小 （2／ま9）
一
ら二、
一　　一 豆粥，タは煮もの，豆
?
一　　　　　i 」　　　　　　　し　　、　　　一曲　　　　　　　　　　　　　鞠 腐汁，白米飯． ㌔　　：
1／謎2／27小餅：一餅揺き．葦、い玉 2／1喋鳥追い…雪穴の中で餅 ．2／14鳥追い一小正月用爾餅
＠をっくわ飾る を焼き，汁を？く、る 掲き，だ〃ζ飾り作り
」
一　一 雪潟の中で鳥追い
玉！肇5 2ンセ8幸の紳の・潮は裾手餅 2／玉5塞の神・・一するめ∴だん 2715小正月・・朝小豆粥（こ
（お盤え餅）入姿小豆 ¶　　　i ごを焼いて食べる 餅），昼は年とりのこ． A
粥‘圭｝，昼食べない，早 ノ1正月…量帰りの婿や r ちそうど同O，行事と
タ飯は土地の季節野菜 ? 嫁のみやげにたち餅｛」｝ しては塞の神，成り木
舞理ζ撫、：た塩蟻「鰍’ 、 壌鮭，煮物。二晩目の ’　｛ ぜ狛など
である 夕食はとろろ飯と甕の 一
碧豆腐汁
重／舞 鍋釜抹み…老藩男女寄
茎・ 一 箏集って勝負ごとなど 』2／三窃 しろがみさま｛軌・蚕の 唱2／15ほつつあまく仏様）正
｝／鱗 一 を楽むむ． 蝉崇まっる。餅，豆腐 丹・鵜進料理，新仏に
丁一@　　　　　’ 珪．大糧の酵あえとお
念仏，施餓鬼供養　　　　　ξ
r　＿　　　　　r
ま！箋 茸ノ艶§ 雛顛・・姦蠣の鰐、嫁 ろしなど　　　一
豊焉｝彗
玉／韮7 3／重 義為正邦…｛圭事偉み ニ　ー　．ヒ 　　　　　　一黶@　　＿昌　一
一　　日H　　　　此　　「 」1　L　　　　　　　　　　　－　‘　　　‘　　　　一七　　’　一」　　　　　　門　　　1－　　一
一2ノ⑳二十日正丹・・だんご飾
一一
三／⑳ 3／4二十日正薄…朝絃餅入 L’ りをはずす　　・一
座豆粥，まい玉を捻ず 一一 2／下年始呼び…早夕飯に親 一F? ? 類縁者を呼び年取りこちそう程度の料理に鯉
一
の味噌汁　　　一
一 2／舞正月納鵜　　　　・1「
聾／王 婁ノ雀5　　　　一蜷ﾞ子鍍ヨ｛っいたち〉 3／王 のどくびだんご…正薄 r　　七
…牽韓で舞っ元手二支 、 魁理の残むと郵吻ご糧 啓蟄
を籔る。寿凄ζよ｛｝i奉公 覆掛雪｝入箏の雑敷 一 （野／6）
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?????三島郡浦村パ天保10年
@　（工839）
??古志郡種苧原村
@大正13年
@1（1924）
??北魚沼郡川口村
@昭和2年
驍P927）　　1
節　気
ｻの他
i陽　暦）
人を入替えし，夕飯を
ありあわせ材料でっく
った料理（とちがねめ
しという）でもてなす
3／12十二講…粟飯またはか 3／12十二様の祭り
らこ㈱を供える
2／上 1 初午…朝，小豆飯ま1た 3／16しろう神さまωの祭り
は油陽飯を炊き稲荷様 …繭形のだんごを供え
へ供える ごちそうと甘酒で祝う
2／中 3／18彼岸…七日間のうち， 3／18春の彼岸…入りと中日 3／18春の彼岸…入りに白団 春分
　～
R／25
初め，中，終りの日が
xみ
　～
R／25
に団子を供え，終って
ｩ1ら味噌や塩小豆をっ
　～・3／25子とぼたもち，中日に
ﾍ長めで平らな団子と
（3／21）
2／上 社日・・民神の春祭り けて食べる’ 足洗い粥，終りの日の
1
昼（立ち飯）で荷縄ぞ
うめんを供え，しょう
1 ばんする一　　　　一
2／153／29ねはん会…寺詣り 3／15お釈迦様の日…いうど 3／15浬架会…団子まき，味
一
1 り団子をま一く 3／下噌煮，ぼよ切りω
一
? 清・明・
2／下 三1 農立（のうだて）…春
ﾌ新菜と祝い酒
4／5野立て…野良仕事始めｦ
4／8田畑へおりる区切りの
冝cっき返し（粉餅）⑥
（4／5）
3／34／ユ6節句…朝は餅，雛人形 4／3でぐさま⑪の祭り…あ 4／3　　1女の節句…ひし餅，甘
を見物に来る人に甘酒 られ，甘酒，納豆，鯉 酒I　　　　　II
煎茶、立茶，塩入茶な の煮もの，こぶ巻き 1
どでもてなす ?｝ ?
1
? 4／中この頃ぼえ切り，味噌 ，1@　　　　　　　　　　　　　㌔
㍗　　　　　　　　1 煮
3／44／17裏節句・
4／下山菜採り始まる 4／下
　　　　　早@　　　　　　　1R菜採り始まる
穀　雨
i4／21）
5／3毘沙門さま…餅と団子 八十八
照 夜
5／8薬師様の祭り…新餅草 （5／2）
入りいうどり餅を砂糖 一七 立　夏
あんで食べる。　一 （5／6）
あずきな⑪のひたし，
4／35／15江堰元祭り（剣権現の 5／8米山さま…餅と団子※
例祭） ト　　　　　　1
4／85／20蒼柴大明神祭礼
5／下
　　　　　　　　1
n鍬洗い…やくもち
1「　　　　　r
小　満
5／4
T／5
T／6
6／ユ4
U／15
U／ユ6
宵節句
ﾟ句…朝に餅または綜
iちまき）
?ﾟ句
6／5
U／上
@～
　　　　1　｝
j節句…餅と団子楽　　　　　　一　　　　　　　I　　　　I　　　　　一
c植え…ふかし（赤飯）
蜊ｪ煮もん，たくあん
6／5
U／上
　　　　1　」
[午の節句　　一
ｱの頃田植え』
@　　　　　　　1
（5／21）
梶@種
i6／6）
?@梅
i6／11）
侃 6／中などを小昼とする，昼
にはごはんにきな粉を 1
かけて食べる 、
5／中6／下農休み…早乙女を餅に
ﾄもてなす
ｱの頃，いり米ωをつ
6／中
@～
U／下
さなぶり 6／中
@～
U／下
さなぶり…手伝って下
ｳった人に塩鱒などで
ｲちそう
夏　至
i6／21）
6／17／11
くる
ｫんぬぎ朔日…朝に餅 7／1きんぬぎ朔日…餅※ 7／ユ 愛染祭り…三角ちまき 小　暑i7／7）
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??????三勘郡浦村1
@天保10年
@　（1839＞
??古志郡種苧原村
@大正13年
@1（1924）
??北魚沼郡川口村
@　昭和2年
@　（1927）
節　気
ｻの他
i陽　暦）
6／157／25蔵王権現祭礼 1 土　用
7／20棚払い…笹餅，笹団子 入　り
三角ちまき　　　， （7／20）
6／中 7／下土用振舞…ひやむぎや 7／下風祭り（土用丑の日） 大暑
そばなどで人を招く 7／24地蔵堂祭り張　　1・ …重箱入りのごちそう （7／23）
?
1
と酒
1 土用には鯨，小豆粥な 」 ｛
ど㈹を食べる。暑気見 1
舞としてひやむぎ，そ
うめんなどを贈る 」 F
7／18／9盆うち朔日…朝に赤飯 8／1盆参甥日（ぼんさんっ 8／1盆ぶち（孟蘭盆の施，
1 　　　　　一@　　　　　tk　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　」
1　　　卜 いたち）…麦団子，あ 餓鬼供養）…野菜のお
I　　　　　　I ｛ んまんじゅうの如きも ときごっっお・ 立秋，
の※ （8／8）
7／78／15七夕，仕事休み、 1 1
7／108／18草間観音の縁日，．盆市 1 ?
7／中 i 盆掃除 L ，1 」
7／138／21精霊迎え 8／13大盆…そうめん，ズん 8／13孟蘭盆…仏様には荷縄
7／148／22盆払い…朝に餅または
〜 ぷら，えご，鏡えごω
〜
そうめん，鏡えご，お
」　’ 赤飯　　　　1，， 8／16墓参り1に卿糠巌　、、 8／16盆ごちそうは赤飯，1そ 1
7／158／23盆礼…贈り物にはそう 」　’　　1 うめん，’蝋えご；て
めんや野菜，　　、、 画　　　　　騨@　　　’ ?
んぷら
7／16B／24知人親戚がお互い1亭仏 一 処暑
壇をおがんで廻る　」 ?? （8／23）
7／17B／25盆流れ，7／14から1こ 1 一： 1
の1ヨまで仕事休み r　　i 8／下鎮守の祭り（棒だら祭
り）…赤飯，棒だら，
7／中　1W／下風祭り…二百十日の十 赤ずいきの酢のもの”、　　　　　　　　」
1 日前i風鎮祭 げ　1 1 二百十
9／1百姓の花見…二百十日 8／下かく節…のり巻き，い 8／31八海山の祭り
?
1 田での酒宴 なりずし （9／1）
7／279／4うら盆…朝は赤飯，か 8／26うら盆「　　　　1 1
やの新穂を箸として使
〜?
坊主休み（8／27）…
1
一 ? 8／27大福餅と茶※ 「
9／5熊野神社の祭り…赤飯
??棒鱈の煮物※・ I　　　　I
8／19／8たのみの朔日（八朔）
…朝に餅または赤飯
8／29／9たのまれ朔EI 画　　’
8／i59／22十五夜の月見…夕に餅 9／中十五夜…いも餅ωをっ 9／中十五夜…鏡餅，里芋， 一
月に鏡餅を供える
〜
くり，一大根と里芋を月 1』 大根，枝豆を月に供え
1e／上に供える ユ0／上 る　　　　」
8／179／24悠久山の青柴神社祭礼 ?
1
9／20秋の彼岸…赤飯，棒鱈 9／23秋の彼岸の中日…塩小 秋分
8／中 社日，鎮守の宮に献酒
〜
の煮物（すし※） 1 豆のおはぎを仏様に （9／23）
B／下 この頃，稲刈り始まる 9／26 　　　一　　　　1　　、
9／110／7節句の取り越し 1 寒露
9／12ユα／18数入り一 ■ （10／8）
．9／131Q／19十三夜…夕に新米飯と 10／上十三夜…餅を揚き鯉の ’一新芋の煮物㌃
〜
煮つけ（ぼた餅楽）
9／下 刈上げ休み，稲場寄せ 10／下刈り上げ…ぼた餅（大
休み…餅，一馬にも餅を 福餅楽）
大根おろしと共に 1
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農家年中行事記 聞き書・新潟の食事 二十四
?????三島郡浦村
@天保10年
@　（1a39）
??古志郡種苧原村
@大正13年
@　（1924）
??北魚沼郡川ロ村
@昭和2年
@　（1927）
節　気
ｻの他
i陽　暦）
9／下
@～
P0／中
かくせち…若連中が集
ﾁて二，三夜飲食する 11／3九月の節句…新米餅，
蜊ｪの酢あえ，鯉の煮
ﾂけ，鯉こく
1ユ／3菊の節句…餅またはお
ﾍぎ 霜　降
i10／23）
9／末11／5神送り…新野菜料理 10／末
@～
肥ばしゃげ…秋仕事の
Iり，団子※ 11／8かぶな正月…かぶな（v）
立冬
i11／7）
U／上 漬け始める
10／1011／15大根祝い…大根料理
11／28　　　1{講…小豆餅，豆腐味
11／10大根正月…大根を干し
ｽり，蓄え始める
ユo／下
@～
普^中
1ユ／下
@～
P2／中
秋振舞・餅，そば，濁
?ﾈどで振舞いあう
11
`
噌汁，大根の酢あえ※
ｩく節…若者の集り，
S味の恩喰（おんじき）
????〜??????〜
秋ごと…ごちそうの他
ﾉけんさん焼きが出る
謌黷黷ﾁこ…男女別年
ﾟ別の集り，新米餅，
小　雪
i11／22）
12 と呼ばれる。新米餅，
V米飯，野菜料理
12 おはぎ，白米飯，野菜ｿ理，時には魚や肉の
10／末12／5神迎え 12／5
料理
ｦびす様の年とり…夕 大　雪
にごちそう （12／7）
12／9大黒様の年とり…夕に
白米に粟を少し入れた
黄金飯
12／22冬至…南瓜の煮もの
???、
一 （ユ2／22）
12／下とうど振舞…秋仕事の〜 手伝のお礼，あん餅，
1／上そば，そばの汁は兎肉
入り
1／23大師講…小豆粥と焼き 12／23大師講…焼き大根
ユ1／23
@～
1／8
@～
報恩講…一向寺院での
@要，11／27～11／28
1／2B
大根の味噌和え
ｲまん座…親鷺上人の
@要，米と砂糖豆を供
なます
小　寒
i1／5）
11／281／ユ3仕事休み える。おときは煮物，ｦご，豆腐のつぎ汁㈲
白米飯など
1／5　一 小寒…この日から1年
12／8
1／13
P／22
分の自家用米を揚く
ｦ九の雨
ﾍりせんぼん荒…香煎 1／24煤払い終える i／2煤払い終える
大寒
i1／20）
ユ3／151／29煤払い開始…夕，小豆
飯，秋野菜（干しなす
を必ず入れる），よご
れ飯という
12／252／8奉公人の入替え…タ，
」新奉公人にありあわせ
12／252／8
料理
[豆づくり 1／25納豆五日…正月納豆を
ﾁくる
1／25納豆五日…納豆づくり
ｳ月ごちそう作り始め
12／28
@　1
2／11大餅；・・正月（1／1～
P／13）用の鮒島き
1／28鮒島き…おけそく（鏡
ﾝ）、こっぱ餅（切り
ﾝ），たち餅（Pを掲く
ユ／28餅揚き…ふくで（鏡餅）
ﾌし餅をっくる
12／312／ユ3大晦日，歳暮…番茶，
切り昆布，そば粉，そ
の他を贈る 1
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農家年中行事記　　　一 聞き書・新潟の食事 二十四
?????三島郡浦村
@天保10年
@　（1839）
??古志郡種苧原村
@大正工3年
@　（1924）
??北魚沼郡川口村
@，昭和2年
@　（1927）
節　気
ｻの他
i陽暦）
12／312／13卑とり…塩鮭と野菜料 1／31年とり…かんじょう煮 1／31年とり…野菜煮もん，
理に祝い酒’ もん，豆腐と魚の味噌 きんぴら，煮なます，
汁，塩鮭，ごまめ，に こぶ巻，煮豆，塩鮭，
しん大根，塩鰯，氷頭 白米飯
（ひず）なます，、菊び
たし．白米飯
〔a）陰暦は「行事記」記戦のまま，陽暦は天保10年（1839）におけるもの。2／ユ4は2月14日を表わす・
くb）雑煮の餅の入っていない実と汁の部分
（ω脳卒中発作の後で現われる半身不随
（d）小鰯を煮たむ焼いたりしてから干したもの・
Ce）せちぎよう
Cf）陰暦に対しては，節分の月・日は年によプて違って：来るが，ここでは「行事記」記載順
（g）まゆだま（繭玉）のなまり，餅花の一種
Ch）課刻本どおり
（i）小豆粥の中で「筒煮」と称する一一fiの豊凶を占う行事をする
（」）米2升分の餅をのしてから大きく2枚に切る。2枚ユ組
（k）四郎神様，蚕の神様
（1）屑米粉でつくった団子一・
Cm）米を洗って乾かしたものを粉にしてつくった団子
（n）柴木の伐採，ぼえ切りも同じ
c・）屑米などの米粉を水とこねて団子状にしてから蒸して，臼で掲く
（P）人形
（q）春の山菜の一極
（r）残らた浸潰した腫籾を午して煎ったもの，蒲原の「たなばた米」（1）と同じ
（5）齢刻文では，「土爾鯨：土用鰯と唱え鯨，小豆粥を土用中必らずL両度ハ食す。」となっている
（t）えごねりをお椀の蓋の中で固めてっくる
｛U）ゆでた里芋と米飯をよくっきまぜてつくる
｛v｝野沢菜
（W）費目の豆腐の味噌汁を片口鍋に入れて，一人一人のお椀に注ぎ入れる
※　三島郡寺泊町硲田において特徴的なものを記載e山古志とかなりの部分が共通であるので，その部分は記
　載しなかった。
　　　　　　　　　考　　　察
1．年中行事について
　先に報告した新潟県の年中行事に関する調査（3）で取．
上げた行事31のうち「行事記」では23が記載されてい
る。記載されていない行事は天神講，いんのこ正月，
十二講，花祭り，秋の彼岸，かがし引き，えびす講，
大師講である。これらのうち，秋の彼岸を除いては調
査において，いずれも実施率が低いものであるので，
これらの行事は伝統的に，越後においては盛んでなか
ったものと考えられる。
　秋の彼岸については秋の農繁期にあたるためとも考
えられる。しかし，「行事記」では刈り入れの最盛期は
陰暦九月と記してあるので，大体，彼岸の後になるの
で，必ずしも適切な説明にはならない。
　表1．の「行事記」記載の行事（蒼柴神社礼祭｝草問
観音の縁日の如く，その地域だけの行事を除く）41の
うち，古志と魚沼の少くとも一方が実施しているもの
は31であるe
　「行事記」で実施していない主な行事としては，前
述の秋の彼岸と十二講め他に，しろがみさま（しろう
神さま）と棚払いが注目される。この神様と棚払いに
ついての記述がないことは，大平家では養蚕をしてい
なかったことを意味する。また，一「行事記」中，養蚕
の記述が無いことから，大平家のみでなく，浦村では
養蚕が殆んどなされていなかったのではないかと考え
られる。
　以上の結果から，年中行事にっいては，大きな変化
もなく1830年代からユ930年代まで伝承されているもの
と考察した。
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2．行事食について　　　　　　　　　　　　　　　　　い．る行事とその時の主な行事食をまとめて表2に示し
表1から，三墳区共通に実施している食が関係して　　た。
表2．三地区共通trL　teめb．れる行事と行事食
行 ・一@事
?
、　　「匹
、　　　、
行．、．　　事　　一 餅 雑炊 小豆粥 だんご 麺 甘酒 塩　鮭 野菜煮物
正月（影1ご影1ナOQO†
x雑煮 O OQO
　　　　　　1／7七草　　　（　　　　　　　　）　　　　　　2／7 　一Z〇〇ﾝ雑炊・
蔵開き　彫11） QOo O
幽轟1朝1影｝1）一春の彼岸
○Oo O　o 　・nO」　　Q ○Oo　　一
ね融彰ll）、 00
嫡句’・（3／3S／3） 　、盾nO OOO
．盆一（7’／13～7／16W／13声〕8／16）
? 　　　一Z〇〇、
十五夜月見，　　　㌧一 ○○○
かくせっ楽
H振舞
　OOnOO 　十　　　　　1Oσ ．OQ
　　　　　　12／25納豆五日　　（　　　　　　　　）　　　　　　1／25
、【
　　　　　　12／28餅提き　　　（　　　　　　　　）　　　　　　工／28 OOO1
一
年取り影11）
一
000○OO
???上段は行事記，陰暦の月／日，下段は聞き書，陽暦の月／日
左から行事記，聞き書（古志，魚沼）の順で，、．　Oはっくられていることを示す
行事記に料理にっいての記述なし　　　　　　　　　　　1．
　表2で注目されるのは，餅が多いことと，行事ごと
の食べ物が類似，共通していることで∫約ユOO年問の
時間経過があっても，殆んど行事食の内容が変化して
いないことを意味している。
　表3に行事食をグループにまとめて，，それらが一軒
の家で一年間1舶造られ珈蛎b整全県のデ
　　　　　　　　　　　　　　　　4’一タは1979年に発表したものでうつて，現在に関する
データも含んでいる。
表3．行事食⑱グループごとの調製回掌
層
?
七数（／戸・年）
食品グノヒ7プ黒　　　　　　　行事記
r
　　・聞・き書．古　　志
魚　　沼 全県く3）
1ノ、一　．ト、1
@　　　　　一餅 16 工7 13 　一W．2 おはぎ・ぼたもち含む
だ　ん　ご，
@飯
、一孝　4・ ? 　　4一　　孔　　3 3．3．．
S4
三角ちまきを含む
ﾔ飯など　　：
一
一
1　」
す一@1し、 o 0 o 2．2　、
粥ご吃 L．3 2 4 O．8
吃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1r
@麺　一 一3 ? 1 12　　T1 そば、．そうめルなど．
・－ ?E内容にっいては燗鯵照
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　餅がとび抜けて多いのはすべてにういて言えるが，
団子が餅に較べて少い。すしはこの地域では少くとも
現在の食べ物といえる。行事食としての粥は現在にお
いては非常に少くなっている。この表からも，「行事
記」から「聞き雷」に大きなギャップの無いことが認
められる。
3．食ぺ物の素材について
　「行事記」には，食生活の他に農耶に関する部分が
あり，栽培されて作物の種類がある程度判る。栽培さ
れたものは食用に供されるという前提でもって，表4
に，食生活に登場した食品素材を示した。この表では
いわゆる料理といわれるものと米飯類は除いている。
　穀類食品のうち，ひやむぎ，そうめん，そば切りの
うち，少くとも，ひやむぎとそば切りは自家製である
ことが判るが，そうめんについてはその点不明である。
また，小麦とそば栽培の記述はない。
　綜は端午の節句につくられているが，現在の俵型の
笹団子，三角ちまきのいずれに属するか全く不明であ
る。一般に団子類は少いのは，穀類を粉にすることが
大変であるためと考えられる。そうした意味で，麺類
は貴重品であったと考えられ，贈答用に用いられてい
るのはそのためであろうe
　納豆の重要性にっいては「聞き書」でも充分認めら
れたが，正月のご馳走としてわざわざっくっているこ
とから「行事記」の時代でも貴重な食べ物であったと
考えちれるゼ
　興味あるのは油揚げである。豆腐の記述は全然無い
が，油揚げの存在から豆腐がっくられていたと推定さ
れる。油揚げ用の食用油は，えごま（荏）製である可
能性が高い。
　煎茶を立茶でもって飲む事にっいての記述があるが
これは意味深い事柄である。この立茶は煎茶を撹伴し
泡立てて飲む方法であるが，現在のところ出雲のぼて
ぼて茶く4），富山のばたばた茶（4×5）にその面影を肇して
いるものであって興味深い。
　塩鮭が年とり魚として食べられているのは，越後が
東日本型食文化圏に属していることを示している。ま
た，当然鯨も鰯も塩ものであったはずであり，当時は，
いわゆる無塩のもの或いlil生魚は絶対といって良い程
口に入らなかった。そのことは，「聞き書⊥の時代ま
で続いた。
表4．　「行事記」に記載されている食品材料と加工食品
分　　　類 食　　　　　　　　　　　　品
動物性 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一枕?C塩鱒，鯨，鰯＊，干し子宰＊，するめ
???穀　　　類
､　　　類
?ﾘその他
?ﾝ物
米，粟，i臨そば切り，そば抗切り麦（ひやむぎ），そうめん，餅，綜，だんこ香煎
蜩､，小豆，納豆，油揚げ
ｫゅうり，ゆう力甑甑大根猟う，剛じ塩こんにや～・えごま混布切り昆布
?メC番茶，甘酒，酒，濁酒
＊　表1の注㈲参照
＊＊表1の注（d）参照
4．日常食について
　「聞き書」における中越地方の日常食を整理すると
次の如くに要約できる。
　（1｝自給自足であって，日常的には購入すうもの、が
　　殆んどない。購入せざるを得なかったものの第一
　　は塩であった。
　②　日常の食では，動物性食品は殆んど摂取しなか
　　うた。晴れ食には魚介類が材料となるが，その大
　　部分は塩魚，干物であり，生魚は池や川の鯉かど
　　じょう程度である。
　㈲　大豆とその加工品は栄養素供給源としてだけで
　　はなく，調味料や嗜好性の高い食品として重要な
　　位置を占めていた。
｛4）栄養的には米（殆んど七分提き程度）と大豆と
　Jの組み合わせが良好であり，これにい’も類，野菜
　　類などが加わることによって，日常食においても
　　栄養的にほぼ充足されていた（6）。
　表4に示した「行事記」⑱食品素材と「聞き書」の
行事食用食品素材との問に大きな違いが認冶られない
ことから，「行事記」の時代の日常食は，上記（1）～14）
と整理したものに類似していたと考えられる。
　ただし，「行事記」は庄屋としての大平家を中心と
して述べているので，上層階級のものであって，その
食生活も少くとも平均以上であo．たはずであるので，
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一般には，このレベル以下であったと推察される。更
に，農業技術が未熟であり、天候に左右され易く収穫
が不安定であったので，時には，量的にも不充分な場
合があったと考えられる。
5．　「行事記」，　「聞き書」の食生活と現代の食生活
　の比較
　前報（G）｝Cおいて，「聞き書」のうち蒲原農家の食生
活と現在の国民栄養調査の食生活の食品群摂取につい
てパターン類似率はO．8520で普通程度であった。また
食物消費の二次元空間図では，「聞き書」の食生活は
極端な伝統型であって，現在の副食品多食型とは著る
しく異なっている。
　　「行事記」の食生活にっいては，食べ物の大体の種
類は判っても，量が不明であるので，上記のパターン
類似率や二次元空間図での位置は求められない。しか
しながら，食べ物の種類が「聞き書」のそれに類似し
ていることから，両食生活のパターン類似率は高く，
二次元空間図の位置も近く，伝統型であると考えられ
る。
　以上の諸点から，新潟県中越地方農家の食生活は，
1830年代から1930年代に至る間の約100年間の変化よ
りも，その後1980年代に至る間約50年問の変化が著る
しく大きいことが推定された。ユ830年代からの100年
間には，明治維新があって，いわゆる文明開化が多方
面に著るしい影響を与えた。しかし，その影響もPtlC
っいてはそれ程著るしくなく，その及ぶ所は主として
都会であって，農村への影響は少なかった。これに対
して，第二次大戦後の大変革は農村，都会の区別も無
い大規模で劇的なものであることが認められる。
　　　　　　　　　要　　　約
　「農家年中行事記」（1839）の行事食を1930年代の食
生活を著した「聞き書・新潟の食事」の行事食と比較
することによって，その間100年間における食生活の
変化を検討した。この結果，1930年より以前100年聞
の変化よりも，その後約50年間の方がより著るしく，
特に第二次大戦後の変革が極めて劇的であることが認
められた。
　終りに臨み，種々御教示頂いた新潟県立図書館真水
淳司書に深謝致します。
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